
同
志
社
人
物
誌

平
和
と
憲
法
の
ひ
と
田
畑
忍
井
ケ
田
良
治

は
じ
め
に

同
志
社
大
学
が
今
日
の
よ
う
に
日
本
の
大
学

の
な
か
の
質
量
と
も
に
第
一
級
の
大
学
に
発
展

し
た
の
は
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
後
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
私
立
大
学
が
制
度
的
に
国
家
に
ょ

り
大
学
と
認
め
ら
れ
た
の
は
、
よ
う
や
く
一
九

一
八
年
大
学
令
以
後
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の

後
も
同
志
社
大
学
は
昭
和
の
侵
略
戦
争
期
に
異

教
へ
の
圧
迫
と
学
問
思
想
へ
の
厳
し
い
抑
圧
に

よ
っ
て
、
縮
小
の
憂
き
目
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

学
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
葛
藤
と
紛
争
が
そ
れ
に
対

す
る
抵
抗
力
を
弱
め
た
こ
と
も
災
い
し
た
。
こ

れ
に
対
し
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
後
の
い
わ

ゆ
る
民
主
化
の
時
代
は
、
経
済
的
に
は
貧
困
で

も
明
る
く
平
和
な
日
本
の
末
来
へ
の
希
望
に
満

ち
た
時
代
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
な
か
で
、
い
ち

早
く
私
立
大
学
と
し
て
の
成
長
を
遂
げ
た
の
が

京
都
で
は
立
命
館
大
学
と
同
志
社
大
学
で
あ

り
、
平
和
と
自
由
を
象
徴
す
る
末
川
の
名
を
冠

し
た
立
命
館
大
学
と
な
ら
ん
で
、
同
志
社
大
学

は
、
京
都
市
民
を
は
じ
め
ひ
ろ
く
日
本
の
知
識

人
の
間
に
「
田
畑
の
同
志
社
L
 
と
し
て
知
ら
れ

た
と
い
っ
て
も
過
園
で
は
な
か
ろ
う
。
戦
後
の

拾
数
年
間
の
同
志
社
は
田
畑
と
と
も
に
あ
っ
た

と
い
っ
て
ょ
い

(
大
学
名
誉
教
授
)

田
畑
は
、
中
学
か
ら
同
志
社
で
学
び
、
他
大
学

か
ら
誘
い
が
あ
っ
て
も
同
志
社
を
離
れ
ず
、
そ

の
生
涯
を
同
志
社
と
と
も
に
過
ご
し
た
生
粋
の

同
志
社
人
で
あ
っ
た
。
生
涯
新
島
を
尊
敬
し
、

同
志
社
と
と
も
に
生
き
た
の
で
あ
る
。
そ
の
田

畑
は
同
志
社
の
百
年
を
越
え
る
歴
史
に
ど
の
よ

う
な
貢
献
を
は
た
し
た
の
か
。
そ
の
貢
献
と
歴

史
的
役
割
は
、
か
れ
の
没
後
わ
ず
か
数
年
と
い

う
現
在
で
は
ま
だ
確
定
し
が
た
い
。
人
物
論
と

し
て
語
る
の
に
は
早
過
ぎ
よ
う
。
ま
た
そ
の
学

問
的
成
果
に
つ
い
て
は
す
で
に
多
く
の
人
に
ょ

つ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、
主
と

し
て
回
想
の
中
で
田
畑
を
語
る
に
と
ど
め
た
い
。

80
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生
い
た
ち

田
畑
忍
は
、
一
九
0
二
(
明
治
三
十
五
)
年

一
月
二
二
日
に
滋
賀
県
甲
賀
郡
石
部
町
の
母
の

実
家
蓮
乗
寺
で
生
れ
た
。
鹿
児
島
県
人
の
父
は
、

最
初
奄
美
大
島
の
小
学
校
の
教
師
で
、
そ
の
後

察
官
と
し
て
生
を
す
ご
し
た
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
で
あ
っ
た
と
い
う
尾
崎
行
雄
を
崇
拝
し
正

義
答
富
む
父
を
幼
年
の
忍
は
弟
の
シ
ゲ
シ
と

と
も
に
無
類
に
尊
敬
し
て
い
た
祖
父
林
範
庸

は
漢
学
者
で
あ
り
、
父
も
中
国
の
四
書
五
経
を

読
み
詩
吟
が
上
手
だ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
忍
の

儒
学
の
素
養
は
、
幼
年
か
ら
の
も
の
で
あ
っ
た

と
い
ぇ
る
。
草
津
教
会
で
幼
児
洗
礼
を
う
け
た

忍
は
、
中
学
の
時
に
矢
部
喜
好
の
膳
所
教
会
で

信
仰
告
白
を
し
て
い
る
。
矢
部
は
日
露
戦
争
の

時
に
良
心
的
兵
役
拒
否
を
し
た
牧
師
で
あ
る
。

そ
の
後
高
木
庄
太
郎
の
薦
め
で
同
志
社
中
学
に

転
入
学
し
た
忍
は
熱
心
な
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
し

て
成
長
し
て
い
っ
た
牧
師
に
な
る
夢
を
持
ち
、

留
岡
幸
助
の
講
演
に
刺
激
さ
れ
て
社
会
事
業
家

を
志
し
同
志
社
大
学
神
学
部
に
入
学
す
る
が
、

夏
季
伝
道
で
得
た
病
が
も
と
で
肺
尖
カ
タ
ー
ル

に
な
り
二
年
問
休
学
、
復
学
時
法
学
部
政
治
学

科
に
転
部
し
た
。

当
時
の
同
志
社
大
学
法
学
部
は
、
政
治
・
法

律
・
経
済
の
三
学
科
を
擁
し
、
大
学
と
し
て
ま

こ
と
に
恵
ま
れ
た
環
境
を
形
成
し
つ
つ
ぁ
っ

た
。
海
老
名
弾
正
総
長
の
も
と
東
大
か
ら
は
吉

野
作
造
門
下
の
俊
秀
が
、
京
大
か
ら
は
恒
藤

恭
・
長
谷
部
文
雄
ら
が
続
々
と
同
志
社
に
赴
任

し
、
全
国
一
流
の
教
授
陣
を
誇
る
に
い
た
っ
て

0

そ
の
な
か
で
、
田
畑
は
政
治
史
を
高
木

し
ナ

庄
太
郎
・
憲
法
を
中
島
重
・
政
治
学
を
今
中
次

麿
・
経
済
愚
史
を
住
ハ
介
悦
治
・
ド
イ
需
講

読
を
林
要
に
学
ん
だ
。
新
進
気
鋭
の
学
者
か
ら

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
精
髄
を
学
ん
だ
こ
と

、
)
、

が
、
田
畑
の
生
涯
の
愚
と
学
問
の
骨
格
を
培

う
こ
と
と
な
っ
た
と
い
ぇ
る
0

同
志
社
人
物
誌

の
高
橋
信
司
が
退
職
さ
せ
ら
れ
、
さ
ら
に
社
会

的
キ
リ
ス
ト
教
の
主
隅
者
で
あ
っ
た
中
島
も
、

異
端
の
攻
撃
を
受
け
て
関
西
学
院
に
移
る
な

ど
、
激
し
く
揺
れ
動
き
始
め
た
時
期
で
あ
っ
た
。

田
畑
が
憲
法
を
専
攻
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
中
島
の
跡
を
う
け
つ
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
か

ら
で
あ
り
、
公
法
研
究
会
に
出
席
し
て
佐
々
木

惣
一
に
私
淑
す
る
よ
う
に
な
る
の
も
こ
の
時
以

後
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
佐
々
木
の
辱
を
受

け
厳
格
な
語
義
の
解
釈
を
出
発
点
と
す
る
法
実

証
主
義
的
方
法
に
学
び
、
中
島
や
マ
ル
ク
ス
主

義
の
響
を
う
け
な
が
ら
、
歴
史
的
発
展
的
に

見
よ
う
と
す
る
田
畑
の
憲
法
学
が
誕
生
す
る
。

一
九
三
三
(
昭
和
八
)
年
『
帝
国
憲
法
逐
条
要

義
』
を
出
版
し
て
憲
法
の
講
義
を
担
当
し
は
じ

め
た
田
畑
は
、
そ
の
後
『
憲
法
学
の
基
礎
理
論
』

(
一
九
三
さ
・
『
帝
国
憲
法
条
義
(
九
二
七
)

しプ

を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
憲
法
学
関
係
の
論
文

を
発
表
し
て
い
る
。
「
田
畑
君
の
解
釈
は
歴
史

現
象
的
で
あ
っ
て
、
決
し
て
価
値
的
・
政

的
.

策
的
で
は
な
い
」
と
い
う
『
帝
国
憲
法
逐
条
要

義
』
に
書
い
た
中
島
の
序
文
が
田
畑
憲
法
学
の

本
質
と
将
来
を
正
確
に
園
い
当
て
て
い
た
。

一
九
三
三
年
の
京
都
大
学
滝
川
事
件
に
代
表

さ
れ
る
よ
う
に
、
全
国
的
な
大
学
の
情
勢
は
急

天
皇
機
関
説
と
休
職

東
大
に
移
っ
た
今
中
の
後
任
と
し
て
一
九
二

七
年
に
政
治
学
・
政
治
学
史
を
研
究
す
べ
く
助

手
と
な
っ
た
田
畑
は
、
高
木
が
辞
め
た
あ
と
の

政
治
史
を
も
受
け
持
つ
は
ず
で
あ
っ
た
。
お
り

し
も
翌
一
九
二
八
(
昭
和
三
)
年
に
は
有
終
館

炎
上
の
責
任
を
負
っ
て
海
老
名
弾
正
総
長
兼
学

長
が
辞
任
し
、
岩
倉
の
士
地
問
題
に
関
し
て
学

生
新
聞
で
理
事
会
を
批
判
し
た
法
学
部
の
民
法

の
能
勢
克
男
・
行
政
法
の
高
橋
貞
=
一
・
政
治
史
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を
つ
げ
、
学
問
思
想
の
自
由
が
脅
か
さ
れ
つ
つ

あ
っ
た
。
同
志
社
で
も
一
九
三
四
(
昭
和
九
)

年
大
学
内
の
人
的
対
立
に
愚
問
題
が
か
ら
め

ら
れ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。
「
林
要
教
授
は
マ

ル
キ
ス
ト
で
あ
る
」
と
い
う
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が

学
内
外
に
配
布
さ
れ
、
林
教
授
は
依
願
退
職
に

追
い
込
ま
れ
た
。
同
時
に
「
田
畑
憲
法
は
レ
ー

ニ
ン
憲
法
で
あ
る
し
と
い
う
趣
旨
の
パ
ン
フ
レ

て
、
暗
嘩
両
成
敗
の
解
決
を
は
か
っ
た
。
年

半
の
休
職
の
後
田
畑
は
一
九
三
八
年
九
月
に

河
原
と
と
も
に
復
職
し
、
翌
年
一
月
教
授
に
就

任
し
た
が
、
そ
の
間
に
湯
浅
総
長
は
、
左
右
の

攻
撃
に
あ
っ
て
辞
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

)し

ナ

ツ
ト
も
配
布
さ
れ
た
。
一
九
三
五
年
に
、
田
畑

の
『
帝
国
憲
法
条
義
』
は
、
天
皇
機
関
説
に
ょ

る
も
の
と
し
て
、
発
禁
処
分
に
あ
う
。
や
が
て
、

反
総
長
派
の
教
授
有
志
は
、
田
畑
・
具
島
兼
三

林
信
雄
・
宗
藤
圭
三
教
授
の
罷
免
を
要
諧

郎
.

す
る
上
申
書
を
総
長
に
提
出
す
る
に
い
た
る
。

総
長
は
、
具
島
・
林
の
被
上
申
組
と
上
申
組
の

名
を
誠
首
田
畑
・
河
原
を
休
職
処
分
と
し

戦
時
下
の
愚
統
制
は
同
志
社
に
と
っ
て
苦

難
を
し
い
る
こ
と
と
な
っ
た
。
京
都
の
知
識
人

た
ち
は
雑
誌
『
世
界
文
化
』
を
発
刊
し
て
世
界

の
良
心
を
報
道
し
自
由
・
平
和
・
真
理
の
た
め

に
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
姿
勢
を
貫
い
て
い
た
が
、

一
九
三
七
年
に
は
そ
の
中
心
メ
ン
バ
ー
が
検
挙

さ
れ
る
。
そ
の
な
か
の
新
村
猛
・
真
下
信

.

和
田
洋
一
は
同
志
社
大
学
の
教
員
で
あ
っ
た
。

住
谷
悦
治
も
シ
ン
パ
事
件
で
退
職
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
た
。

九
四
二
年
四
月
法
学
部
長
に
な
っ
た
田
畑

は
、
教
員
の
御
真
影
宿
直
を
止
め
さ
せ
た
り
し

た
が
、
翌
一
九
四
三
年
四
月
学
部
長
任
期
終
了

後
微
熱
し
、
近
江
八
幡
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
力

月
、
つ
い
で
脊
椎
カ
リ
エ
ス
に
か
か
る
な
ど
生

涯
病
弱
と
つ
き
あ
う
こ
と
と
な
る
。
加
藤
弘

之
・
福
沢
諭
吉
・
小
野
梓
・
陸
粥
南
な
ど
の
政

治
愚
史
の
研
究
に
没
頭
し
た
の
は
、
こ
の
頃

の
こ
と
で
あ
る
。
基
督
教
主
義
の
学
校
と
し
て
、
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右
翼
の
攻
撃
を
う
け
、
一
九
三
七
年
に
同
志
社

の
教
育
方
針
と
教
育
勅
語
の
精
神
は
背
反
し
な

い
と
す
る
同
志
社
教
育
綱
領
」
を
作
製
し
た

こ
と
を
、
晩
年
の
田
畑
が
不
必
要
な
迎
合
だ
っ

た
と
評
し
た
の
も
、
そ
う
し
た
政
治
田
類
史
の
,

研
究
を
基
礎
と
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

彼
の
学
問
は
、
幼
年
よ
り
倫
学
・
基
督
教

文
化
と
と
も
に
学
生
時
代
か
ら
の
マ
ル
ク
ス
主

義
と
並
ん
で
マ
ッ
キ
ー
バ
ー
や
フ
ィ
ア
ー
カ
ン

テ
ン
ニ
ー
ス
の
社
会
学
や
多
元
的
国
家
論

、

.

な
ど
、
多
様
な
先
学
の
思
祭
源
流
と
な
り
、

方
法
的
に
は
佐
々
木
・
恒
藤
、
思
想
的
に
は
中

島
重
の
影
粋
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
意

味
で
は
文
字
通
り
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
な
か

に
そ
の
思
想
と
学
問
を
形
成
し
た
の
で
あ
る
。

リ
ン
カ
ー
ン
や
内
村
鑑
三
を
尊
敬
し
た
田
畑

は
、
一
方
で
中
学
で
青
木
正
児
に
学
ん
だ
孟
子

の
「
王
何
ぞ
必
ず
し
も
利
と
言
わ
ん
、
ま
た
仁

義
あ
る
の
み
と
い
う
語
を
愛
し
た
よ
う
に
、

ス
ト
イ
ッ
ク
な
理
想
主
義
的
禁
欲
主
義
で
、
利

に
走
る
の
を
極
端
に
嫌
い
、
そ
の
論
法
は
著
し

く
理
詰
め
で
あ
っ
た
。

学
長
と
し
て

田
畑
が
学
長
と
し
て
全
国
に
名
を
高
め
た
の

は
九
五
二
年
の
第
次
の
学
長
時
代
で
あ

る
学
校
法
人
初
の
学
長
選
挙
で
選
ば
れ
た
平

和
憲
法
学
者
は
学
生
た
ち
の
強
い
支
持
を
も
得

て
い
た
と
い
う
の
も
、
九
四
七
年
五
月
に

施
行
さ
れ
た
日
本
国
憲
法
の
平
和
主
義
を
根
幹

に
据
え
て
そ
の
憲
法
論
を
展
開
し
て
い
た
か
ら

で
あ
る
ま
た
、
朝
鮮
戦
争
を
経
て
、
単
独
訥

同
志
社
人
物
誌

軍
国
主
義
の
た
め
に
大
学
を
追
わ
れ
た
教
授
を

復
職
さ
せ
る
こ
と
か
ら
は
じ
ま
り
、
行
政
法
の

一
鼎
貞
三
や
ド
イ
ツ
文
学
の
和
田
洋
教
授
、

少
し
遅
れ
て
住
谷
悦
治
教
授
な
ど
幾
人
か
の
復

職
が
実
現
す
る
な
か
で
、
一
九
四
六
年
春
、
田

畑
が
大
学
再
建
の
期
待
を
に
な
っ
て
法
経
学
部

長
兼
任
の
学
長
と
な
る
と
、
国
家
論
の
小
松
堅

太
郎
・
政
治
学
史
の
高
田
武
四
郎
・
政
治
哲
学

の
今
井
仙
一
・
中
国
法
制
史
の
内
田
智
雄
な
ど

が
法
学
部
に
、
英
文
学
の
矢
野
峰
人
・
哲
学
の

平
石
善
司
・
社
会
学
の
伊
藤
規
矩
治
な
ど
が
文

学
部
に
招
聰
さ
れ
、
大
学
の
再
建
が
図
ら
れ
て

い
る
。
学
長
と
な
っ
た
田
畑
は
、
学
牛
の
無
処

罰
主
義
を
宣
言
し
て
、
そ
の
後
の
同
志
社
大
学

の
学
生
へ
の
姿
勢
の
基
礎
を
つ
く
っ
た
。
戦
時

中
か
ら
の
脊
椎
カ
リ
エ
ス
で
、
コ
ル
セ
ッ
ト
を

は
め
て
の
激
務
で
あ
っ
た
が
、
文
部
省
の
人
文

科
学
委
員
会
な
ど
で
の
出
張
や
、
戦
後
の
学
外

で
の
講
演
な
ど
、
講
義
や
学
内
行
政
の
合
問
に

多
忙
を
き
わ
め
た
が
、
湯
浅
八
郎
が
加
国
し
て

総
長
と
な
っ
た
の
を
機
に
、
や
っ
と
翌
一
九
四

七
年
七
月
学
長
を
辞
し
、
法
学
部
の
再
建
と
研

究
に
専
念
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

学
長
を
辞
す
る
と
、
学
外
の
役
職
が
増
え
た
。

学
会
で
は
、
日
本
公
法
学
会
幹
事
や
日
本
政
治

戦
後
大
学
の
再
建

戦
後
同
志
社
大
学
の
再
建
は
ま
ず
戦
争
中
に

学
会
理
事
と
な
り
、
高
等
試
験
臨
時
委
員
を
委

嘱
さ
れ
や
が
て
一
九
五
一
年
か
ら
一
九
六
0

年
ま
で
学
術
会
議
会
員
に
選
ば
れ
た
。
行
政
関

係
で
は
、
一
九
四
八
年
京
都
市
公
安
委
員
に
嘱

任
さ
れ
、
翌
一
九
四
九
年
に
は
委
員
長
に
選
任

さ
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
占
領
軍
の
圧
力
に
屈
し
て

作
製
さ
れ
た
京
都
市
公
安
条
例
案
を
憲
法
違
反

に
な
ら
な
い
よ
う
に
修
正
す
る
努
力
を
し
た
の

は
田
畑
で
あ
っ
た
。
当
時
許
可
制
の
ハ
ム
安
条
例

を
違
憲
と
す
る
兇
解
が
多
か
っ
た
な
か
で
、
田

畑
は
限
定
的
条
件
で
の
許
可
制
な
ら
ば
違
憲
に

な
ら
な
い
と
主
張
し
た
。
田
畑
の
委
員
長
辞
職

後
京
都
市
は
公
安
条
例
を
改
定
し
て
完
全
な

許
可
制
と
し
た
の
で
、
田
畑
は
こ
れ
を
違
憲
と

批
判
し
て
い
る
。
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和
か
全
面
講
和
か
で
沸
き
返
る
論
壇
で
平
和
主

義
憲
法
に
基
礎
を
お
く
再
軍
備
反
対
を
精
力
的

に
発
表
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
学
長
就
任
直

後
に
破
壊
活
動
防
止
法
が
講
和
発
効
に
と
も
な

う
治
安
対
策
と
し
て
上
程
さ
れ
、
学
生
や
労
働

組
合
や
知
識
人
は
破
防
法
反
対
運
動
に
立
ち
上

が
っ
た
。
そ
の
な
か
で
、
立
法
反
対
を
鮮
明
に

す
る
新
学
長
の
同
志
社
大
学
は
そ
の
先
頭
に
立

つ
こ
と
と
な
る
。
全
学
教
授
会
が
破
防
法
反
対

を
決
議
し
、
教
授
団
を
結
成
し
た
か
ら
、
そ
れ

に
勢
い
を
得
た
学
生
運
動
は
連
日
の
よ
う
に
デ

モ
を
組
織
し
て
市
民
に
訴
え
た
新
学
長
は
そ

の
片
腕
と
し
て
当
時
『
自
由
論
で
学
生
の
信

頼
の
厚
か
っ
た
岡
本
清
教
授
を
学
生
部
長
に

据
え
、
激
し
い
学
生
運
動
が
、
察
と
衝
突
す
る

の
を
防
ぐ
の
に
腐
心
し
た
。
学
生
の
デ
モ
を
教

員
が
取
り
囲
人
で
行
進
し
、
待
機
す
る
敏
.
察
機

動
隊
と
の
衝
九
大
を
緩
和
し
よ
う
と
し
た
の
も
こ

の
時
で
あ
る
。
こ
う
し
て
円
山
公
園
で
の
全
京

都
の
破
防
法
反
対
集
会
は
察
と
の
衝
突
な
し

に
成
功
し
た
。
破
防
法
成
立
後
長
く
活
動
し
た

京
都
地
区
憲
法
擁
護
教
授
懇
談
会
は
、
関
西
一

円
の
破
防
法
反
対
の
教
授
団
の
解
散
集
会
が
明

徳
館
の
二
番
教
室
で
開
か
れ
た
と
ミ
出
席
し

た
同
志
社
大
学
長
の
提
案
で
「
憲
法
擁
護
の

名
を
冠
し
て
再
発
足
す
る
に
い
た
っ
た
も
の
で

あ
る
。授

業
料
値
上
げ
・
全
学
連
大
会
問
題
・
食
堂

問
題
な
ど
次
々
と
学
生
問
題
が
生
じ
た
が
、
同

志
社
大
学
学
長
の
常
識
を
超
え
た
行
動
が
京
都

市
民
に
話
題
を
提
供
し
た
。
な
か
で
も
世
間
を

う
な
ら
せ
た
の
は
、
食
堂
問
題
で
あ
っ
た
。
校

友
会
員
が
経
営
す
る
大
学
会
館
食
堂
を
学
生
の

自
主
経
営
に
す
る
よ
う
要
求
し
た
学
友
会
幹
部

が
、
大
学
の
契
約
終
了
通
告
を
無
視
す
る
食
堂

か
ら
食
器
を
運
び
出
し
、
学
長
室
に
運
び
こ
ん

だ
の
に
反
対
し
て
、
「
暴
力
は
め
茶
で
す
」
(
田

畑
は
い
つ
も
無
茶
と
い
わ
ず
に
メ
チ
ャ
と
い
っ

て
い
た
)
と
学
生
た
ち
に
食
器
を
返
還
す
る
よ

う
に
要
望
し
た
学
長
は
、
「
返
還
し
な
け
れ
ば
私

が
運
び
ま
す
」
と
井
や
皿
を
運
び
か
け
た
。
こ

れ
は
、
新
鼎
者
た
ち
の
絶
好
の
記
事
と
な
り
、

京
都
市
民
は
、
世
間
体
な
ど
度
外
視
し
た
学
長

の
純
真
な
行
動
に
温
か
い
笑
い
を
も
っ
て
拍
手

を
送
っ
た
。
今
日
の
同
志
社
大
学
生
協
成
立
の

発
端
で
あ
る
。

授
業
料
問
題
も
、
徹
底
し
た
学
生
と
の
対
話

に
ょ
る
説
得
で
解
決
し
た
。
意
見
の
対
立
は
あ

つ
て
も
、
学
長
の
平
和
主
義
と
無
処
罰
主
義
な

ど
に
対
す
る
共
感
と
支
持
が
反
対
す
る
学
生
の

側
に
あ
っ
た
こ
と
が
説
得
を
成
功
さ
せ
た
の
で

あ
る
。
学
生
は
ス
ト
ラ
イ
キ
を
す
べ
き
で
な
い

と
主
張
し
た
田
畑
は
学
長
と
し
て
そ
れ
に
対
抗

す
る
た
め
に
、
或
い
は
断
食
し
、
或
い
は
好
物

を
断
つ
と
い
う
他
人
の
意
表
に
出
る
行
動
を
採

つ
た
か
ら
、
ハ
ン
ス
ト
学
長
・
菓
子
断
ち
学
長

＼ノ

と
し
て
世
間
の
注
目
を
浴
び
た
。
ま
た
、
卒
業

式
・
入
学
式
で
の
学
長
の
訓
示
は
、
平
和
憲
法

を
基
礎
に
し
た
格
調
高
い
も
の
で
あ
っ
た
か

ら
、
学
生
に
深
い
感
銘
を
与
え
、
南
原
東
大
総

長
や
末
川
立
命
館
総
長
と
並
人
で
、
新
聞
の
紙

面
で
ひ
ろ
く
紹
介
さ
れ
た
。

大
学
進
学
率
が
増
大
す
る
中
で
、
教
育
条
件

の
整
備
が
急
務
で
あ
っ
た
。
千
名
収
容
の
大
教

室
を
も
つ
明
徳
館
が
完
成
し
た
の
も
田
畑
学
長

時
代
で
あ
っ
た
。
私
立
大
学
へ
の
国
庫
助
成
へ

の
道
を
拓
く
の
に
貢
献
し
た
の
も
田
畑
で
あ

る
。
も
っ
と
も
、
か
れ
の
大
学
中
心
主
義
と
い

う
私
学
経
営
方
針
は
法
人
内
に
少
な
か
ら
ぬ
反

対
者
を
生
ん
だ
の
も
事
実
で
あ
る
。

平
和
憲
法
と
永
世
中
立

九
五
四
年
任
期
中
途
で
学
長
職
を
辞
し
た

田
畑
は
、
自
身
の
研
究
と
自
ら
の
信
条
の
社
会

的
発
口
に
献
身
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
学
長
そ
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の
他
の
激
務
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
学
長
時
代
を

含
む
戦
後
一
九
五
0
・
六
0
年
代
が
も
っ
と
も

名
述
の
旺
盛
な
多
産
の
時
代
で
あ
っ
た
。
と
く

に
九
五
四
年
頃
か
ら
改
燮
洲
が
活
発
に
な
っ

ιた
の
に
対
し
、
憲
法
擁
滂
護
憲
の
立
場
轟

明
に
し
た
憲
法
論
の
著
書
が
次
々
と
発
刊
さ
れ

た
。
一
九
五
五
年
の
『
違
亨
合
憲
の
法
理
』

な
ど
が
そ
の
最
初
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
が
『
日

本
国
憲
法
条
義
』
(
一
九
六
二
)
の
よ
う
な
憲
法

経
解
晝
『
憲
法
重
要
製
の
研
究
』
(
一
九
六

二
)
.
『
憲
法
と
抵
抗
権
』
(
一
九
六
七
)
と
と
も

に
、
田
畑
鐙
法
学
の
特
徴
を
示
し
て
い
る
。
他

方
で
、
田
畑
は
、
後
輩
や
教
え
子
た
ち
編
文

執
筆
の
機
会
を
提
供
す
る
た
め
も
あ
っ
て
、
平

製
想
.
平
和
と
戦
争
・
抵
抗
権
と
い
っ
妄

通
テ
ー
マ
で
多
く
の
編
著
を
刊
行
し
た
。
そ
の

延
長
上
に
九
五
八
年
無
法
・
政
治
学
研
究

会
を
組
織
し
、
一
九
六
二
年
に
織
法
研
究
所

を
創
立
し
た
一
九
六
六
年
そ
の
機
関
紙
と
し

て
『
永
世
中
立
』
が
刊
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

社
会
的
実
践
と
し
て
は
、
一
九
五
三
年
無

法
擁
護
国
民
連
合
に
参
加
、
翌
年
京
都
地
本
議

長
と
な
り
、
九
六
五
年
に
織
法
改
悪
阻
止

京
都
各
界
連
絡
会
議
の
代
表
幹
事
と
な
る
な

ど
、
社
共
の
連
帯
に
ょ
急
法
擁
護
を
念
願
し

〔
参
考
文
献
〕

『
平
和
と
人
権
へ
の
情
熱
1
田
畑
忍
そ
の
人

て
い
た
。回

想
の
な
か
の
田
畑
忍

単
刀
直
入
な
発
.
幽
と
寸
鉄
人
を
刺
す
率
直
な

物

が
、

多
く
の
人
に
苦
手
意
識
を
牛
ん
だ

U

こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
田
畑
を
援
護
す
る
つ
も

り
で
発
園
し
た
ひ
と
が
、
田
畑
に
そ
の
論
理
的

不
整
合
を
批
判
さ
れ
て
閉
口
沈
黙
す
る
こ
と
も

し
ば
し
ば
で
あ
っ
た
。
と
同
時
に
、
そ
の
論
理

は
、
奨
を
突
く
も
の
で
あ
っ
た
。
田
畑
は
、
私

の
意
見
は
正
し
い
意
見
だ
か
ら
、
横
車
で
は
な

「
た
て
車
」
を
押
す
の
で
す
と
、
平
然
と
い

くな
し
た
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
ら
は
稚
気
愛
す
べ

き
な
ユ
ー
モ
ア
に
満
ち
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、

攻
撃
さ
れ
た
人
は
た
ま
っ
た
も
の
で
は
な
い
。

長
く
心
に
澱
の
よ
う
に
残
っ
た
人
も
小
ノ
な
く
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
反
面
、
田
畑
は
富
山
出
身
の
夫
人
の
前

で
は
、
我
が
儘
い
っ
ぱ
い
の
こ
ど
も
の
よ
う
で

あ
っ
た
。
甘
い
も
の
が
好
き
な
田
畑
は
読
書
や

執
筆
に
夢
中
に
な
っ
て
、
そ
ば
に
置
い
た
カ
ス

テ
ー
ラ
を
一
箱
全
部
た
べ
て
腹
痛
と
な
り
、
夫

人
に
お
菓
子
を
制
限
さ
れ
た
。
機
鋒
の
鋭
い
禅

僧
の
よ
う
な
田
畑
の
こ
ど
も
ら
し
い
と
こ
ろ
が

ま
た
、
多
く
の
人
に
愛
さ
れ
た
原
因
で
あ
ろ
う
。

同
志
社
人
物
誌

晩
年
の
田
畑
は
、
市
民
の
な
か
に
多
く
の
フ
ァ

ン
を
も
ち
、
柔
ら
か
さ
が
増
し
て
仙
人
の
風
が

あ
っ
た
常
に
風
邪
を
心
配
し
た
病
弱
な
田
畑

が
老
年
ま
で
漆
黒
の
髪
に
、
や
や
白
い
も
の
が

交
じ
っ
た
顎
癒
を
伸
ば
し
、
目
を
患
っ
て
黒
い

眼
鏡
を
か
け
、
片
チ
に
杖
、
片
手
に
雨
傘
を
つ

い
て
、
ゆ
っ
く
り
歩
む
細
い
姿
は
、
ま
さ
に
仙

人
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
話
す
と
そ
の
平
和
と

憲
法
擁
護
の
蚊
荏
ま
す
ま
す
盛
ん
で
、
そ
の

情
熱
は
人
の
心
を
つ
よ
く
打
た
ず
に
は
お
か
な

か
っ
た
。
晩
年
に
は
口
癖
の
よ
う
に
早
く
天
国

へ
召
さ
れ
た
い
と
い
っ
て
い
た
田
畑
は
、
一
九

九
四
年
春
三
月
一
四
日
、
延
命
治
療
を
断
っ
て

神
の
御
許
に
召
さ
れ
た
。
享
年
九
十
二
歳
。
永

世
中
立
宣
言
の
彼
の
夢
は
い
ま
だ
実
現
し
て
い

な
い
が
、
彼
の
平
製
法
擁
護
・
日
本
非
戦
の

願
い
は
、
彼
の
戦
後
の
半
生
を
通
じ
て
守
り
通

さ
れ
て
き
た
。
そ
の
数
多
い
蔵
書
は
い
ま
草
津

市
立
図
書
館
に
蔵
さ
れ
て
い
る
。
生
涯
愛
し
た

新
島
襄
の
寒
梅
の
詩
と
と
も
に
田
畑
の
平
和
へ

倫
熱
は
長
く
多
く
の
人
々
の
心
の
中
に
生
き

つ
づ
け
る
こ
と
と
思
う
。
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と
学
問
』
法
律
文
化
社
一
九
七
九
年

「
法
学
部
史
 
1
田
畑
先
生
に
聞
く
」
(
一
.
ニ
.

三
)
『
同
志
社
法
学
』
三
十
一
巻
一
・
四
.
一
一
干
二

巻
一

田
畑
忍
略
歴

一
九
9
ス
明
治
三
十
毛
年
一
月
二
二
日

県
草
津
市
に
生
誕

一
九
二
七
(
昭
和
己
年
同
志
社
中
学
校

を
経
て
同
志
社
大
学
法
学
部
政

治
学
科
卒
業
、
同
学
部
助
手

一
九
三
九
(
昭
和
十
里
年
同
志
社
大
学

法
学
部
教
授

一
九
四
一
ス
昭
和
十
七
)
年
同
志
社
大
学

法
学
部
長

同
志
社
大

)
年

一
九
里
八
(
昭
和
二
十
一

次
)

学
学
曼
第
一

一
九
四
九
(
昭
和
二
十
里
年
三
月
京
都

市
公
安
委
員
長
、
-
 
0
月
法
学

博
士

一
九
五
0
(
昭
和
二
十
毛
年
学
校
法
人

同
志
社
理

一
九
五
一
(
昭
和
二
十
六
)
年
日
本
学
術

会
議
会
員
(
第
二
期
)

一
九
毛
ス
昭
和
二
十
七
)
年
同
志
社
大

学
学
曼
第
二
次
)

一
九
五
三
昭
和
二
+
八
)
年
法
擁

国
民
連
合
に
参
加

一
九
五
雲
昭
和
三
十
)
年
ア
ジ
ア
諸
国

家
会
議
、
ヘ
ル
シ
ン
キ
平
和
会

議
、
世
界
Y
M
C
A
大
会
に
出

席
0
 
あ
わ
せ
て
イ
ン
ド
お
よ
ぴ

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ハ
カ
国
の
大
学
を

視
察
。

一
九
五
八
(
昭
和
三
士
一
一
)
年
憲
法
・
政

治
学
研
究
会
創
設

一
九
五
九
(
昭
和
三
十
四
)
年
片
山
哲
訪

中
団
の
一
員
と
し
て
中
国
各
地

を
歴
訪
(
一
力
月
間
)

一
九
六
一
ス
昭
和
三
+
七
)
年
法
研
究

所
創
設
代
表
委
員
、
法
大
学

講
座
設

一
九
六
五
(
昭
和
四
十
)
年
法
改
悪
阻

止
京
都
各
界
連
絡
会
(
京
都

法
会
墜
代
表
幹
事

一
九
七
一
ス
昭
和
四
十
七
)
年
同
志
社
大

学
名
教
授

一
九
七
七
(
昭
和
五
十
己
年
日
本
民
主

法
律
家
協
会
代
表
理

一
九
八
叟
昭
和
笠
十
九
)
年
同
志
牡
大

学
名
文
化
博
士

一
九
九
四
(
平
成
六
)
年
三
月
一
四
日
逝

去
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